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“おもしろ科学体験塾’’予定表 ���㌢曾二言詰 ヽ′ ○ノ ブ 

薄叢寒露羅隷二詳 �口 横浜市教育委員会および脚数書き 委員会の後援を得てミ 址瑚曲調略し拙筆鯛握」lミ 年間96回ならびに 的脇髄スタγ棚働ミ 年間3回を実施します。 ★養成研修第，回嘉一1。月汁 男女共同参画センタ－横浜北とのミ 協働事業 嬉襲 姉もしろ科学体験塾，での現場実習‥。JTがミ ノ 護憲議諒 J J iノ 、ノ 2－緒に学ぶ「自由実習」を行ないます。 ．′ 享第1回養成研修登録者募集要項ミ 結集期間：5月11日～25日ミ 艦も藷謹議 書定員‥30名、（登録研修生として） ノ ブ ま ．ノ 
4／12 �鶴沼中学校 �気体の力のおもしろ実験・工作 

4／19 �杉田小学校 �ヘリコプターを作ろう 

4／19 �永野小学校 �音のヒミツを発見 

4／19 �柏陽高校 �竹とんぼを作ろう 

4／19 �みなくる �ふしぎな紙のマジックワーク 

4／26 �湘南台高校 �三角翼のヒコ一手を作ってみよう 

4／26 �フォーラム �音のヒミツを発見 

4／26 �※ことも科学館 �飛べ　スチレン・ヒコーキ 

5／10 �汐見台小学校 �万華鏡を作ろう 

5／10 �アートフォーラム �レモンや食塩水で電池を作ろう 

5／10 �鶴沼中学校 �にじ色の涙を作ってみよう 

5／17 �柏陽高校 �信号機を作って電気の勉強 

5／17 �長津田小 �万華鏡を作ろう 

5／24 �湘南台高校 �水をきれいにする実験 

5／24 �永野小学校 �にじ色の涙を作ってみよう 

5／24 �※ことも科学館 �作ろうふしぎなテクテクザウルス 

5／31 �フォーラム �にじ色の涙を作ってみよう 

6／14 �鶴沼中学校 �万華鏡を作ろう 

6／14 �柏陽高校 �レモンや食塩水で電池を作ろう 

6／21 �杉田小学校 �光と色のふしぎな世界 

6／21 �永野小学校 �信号機を作って電気の勉強 

6／21 �※ことも科学館 �不思議なマクスウェルのコマ 

6／21 �アートフォーラム �電気と磁石　モーターをつくろう 

6／28 �湘南台高校 �ICラジオを作ってみよう 

6／28 �フォーラム �ふしぎな紙のマジックワーク 

6／28 �仲町台地区センタ �ふしぎなへロンの噴水をつくろう 

7／5 �柏陽高校 �紙コップでヘッドホンを作ろう 

7／12 �汐見台小学校 �転がれ進めジェットコースター 

7／12 �鶴沼中学校 �ふしぎなへロンの噴水をつくろう 

7／12 �※ことも科学館 �すもうロボットを作って対戦 �、′ 毎：諾驚繋 享オリエンデ－シヨン‥ ま日時：6月7日（土）9時半～16時半 J J 〃′ Z lノ まく詳細は募集チラシをご覧ください。＞ 
7／19 �永野小学校 �紙コップでヘッドホンを作ろう 

7／26 �湘南台高校 �宙に向かって走る風力カー 

7／26 �フォーラム �紙コップでヘッドホンを作ろう 

7／26 �都筑地区センタ �飛べ　スチレン・ヒコーキ 
臆 ��ままきんこども宇宙科学館］へ � ※　印の教室の申し込みは［l ���上記のほか 男女共同参画センター横浜北との協働事業である シ「地域出前企画」として科学体験塾を数箇所で実 

＊　フォーラム＝男女共同参画センター横浜（戸嫁） 

＊　アートフォーラム＝男女共同参画センター榛浜北 

●　上 �鰐は、予定であり、嚢わることがあります。申し込みは募集チラ・ 

やホームページの案内を見て行なってください。　　　　　　　施します。左記の予定表に一部含まれています。 

発行責任者：特定非営利活動法人おもしろ科学だんけん工房横浜市南区中里212－5婁田方：TEuFAXO45－710－2679 
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‾　　No4l 

地区ニュース：4月から始まる市内で開かれる科学塾から「藤沢市教育委員会後援」と称せる様になりました。 

解説：藤沢からスタートしたおもしろ科学だんけん工房の活動（法人化する前の2001年11月湘南台公民館での「モー 

ターを作る」が初回）も今年で8年目を迎え、今回藤沢市教育委員会の後援が得られる様になったのは、「私たちの活動がお 

おやけに賛同認知された」と言えるでしょう。今後は工房の活動がより信頼される榛になる一方、責任もそれだけ大きくな 

りました。 

霊 �圏圏回国認　擬態　昔　i園囲問題国園田i �������醍 �竃葉書／ii‾憩猿 ��ニラLl孝†丁へコ ターを作ってとはす」が、1月29日に4クラス135 麗人の児童を対象に行われました。工房からは各クラスの 組み立て指導者として幡谷、森島、安藤、郷の4人が参 加、他に主催者の肌理事さん8名と各クラス数名の ：÷保護者の蟻があり腫全員がヘリコブタ＿を完成、当 

図星園揮髄 擁立、、ii ��� �∴∴∴∵」∴∴：∴ ��∴∴ � 

∴：－∴1て∵∴ ����i¢鋲i＼二三 　∴ ���� � � ≡熱／懸i �∴＿∴．－一一一し－ ��＄i �� 

。iti＿ 業i露出亭主 ���　芋 i二心∵二 　一言油汗 轡一㌔、i十番 

i／－＿一」　： 

潤撃誓謡謹 ���一　　　　　　　一一　　／ ��� � ���…二　線で飛ばしましたが　天井まで届くヘリコプターもあり 

1虹避鵡撃撃蟄語一関誓竿＼－ �����憲二Eei∴∵ �� �一一＝霧／　主 ��一三一一／　ご 
書経竜田1㌦二言 ����慈予言圏愈 � ��� �ヽ 
響＿ ：類原電駿‾ �額田閏 　　　を＼ �� ���� � ��／滋“ �工房は支援の立場でしたが　一度に130名余の児童が 

∴∴ 紅／1 � �� �　　ヽ 参加した教室は工房が関わった行事としては初めてで、 ；また予算も時間（90分で工作と飛行）も限られた難し 頴い行事でしたが、成功したのは晒谷さん始め周到な試作 
＝醸－ ∴∴　÷∴ 　頴田轢 ��� ��一●i �義経 “魅 ∵ ∴： れた �∴∴ 澄 ∴千㌧iヽ÷ � �∴「∴ 、、、ソ／‾二、え ∴∴∴ i∴‾雪 ∴∴ 滋㍉∴÷ri 

．∴ ∴∴∵∴ 十∴ ∴∴ 蕊 ；詰1線と i登 ‾‾繁 ∴一：∴∴∴ こ「静電 ���懸認諾芋だPTA理事さん達の並々な軸尽力 

：「∴ �穎 ����������．∴　　　∴∴∵∴∴∴∴　∴：土工∴ 
」∵：∴：∴∴ 浩一　‾諜囲÷漬騒 　ー＼薫 ∴言ニー∴書・∴ 　ヽ∴ ����������　；喜二 言．∴：∴荊一∴一 　　　∴ 　醸露頭開発薩田“＿＿恭一、 

寅（左）：2月9日に誌沼中会場 ��������� �∴＿∴∴∴：　　∴∴∴：∴∴∬ 気モーターを作る」で、 

強い静電気を起こそうと一所懸命ビニールパイプを擦る児童 

真（中央）：2月23日湘南台高会場で完成した「ふしぎなテクテクザウルス」を煩斜コースで競争させていることも達 

写真（右）：3月8日の鵠沼中会場の「ブザーを作ってモールス通信」で、 
おもしろ科学体験塾　風景　　　　柴田主任のコイルに電気を流すと磁石ができる実験を見つめる子とも達 

議書の声：昨年12月の「七色の炎」に参加した六会小学校のH、K．君のお母さんから、持ち帰った実験キットを使い 

族で楽しんだ事を次の様に報告してくださいました。　　「クリスマスに家族で七色の炎を楽しみました。お父さ 

から「なぜ鼓の色が違うのか、なせ実験が好きなのが？」など質問され、息子なりに答えている姿に知りたい意欲があ 

事が伝わってきました。実験をして自分なりに疑問を憩じたり、正しいかどうかよくわからないけれどこうなんじゃ 

いか、などと自分の考えを私達に話してくれました。この様に実験を通していろいろな会話が出来る事で、勉学をして 

獄楽しさも自然に身につき、人の話を聞く姿勢、相手に伝える勉強にもなります。実験の効果は震いですね。」 

子 大 �どものときに体験したことが、いまの侯をつくっている。　　　　　　　　　　　　　　　饗 

人は・この時代の子ともたちに何をしてあげられるだろう。（N［グルつのコマーシャルより1弼旧）　　騨 

取材と記事制作　藤沢地区グループ：郷、品田 

理1日　　　　iiiC申出＼‾7／エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー▲一i∴1㌧i 

発行責任者；横浜市南区中里2－12－5おもしろ科学だんけん工房
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横浜東地区グルー7億ll i◆切払搬縮敬一真髄寓狩生
；東グループでは、月1回の定例会終了後に自由垂加という：

◆練物・劾劉粥唖脚」ト′

磯子区の岡村小での科学塾は2月2日で終了しましたが、

！形で「おもしろ科学ひろば」を適宜開催しています。

さ　だんけん工房のアイテムを増やすのが最終的な目的ではあ

館年度は髄の杉田小と汐見台小で交互に科学塾を実施；りますが・かたい会議ではなく・会境を自由に歩き回って避ん

することとなりました。杉田小は4月19日の『ヘリコプ

ター』汐見台小は5月10日の『万華鏡』からのスタート

とする予定で現在鋭意準備を進めております。

2校での科学塾実施に際して13校にチラシの配布をお願

いしていますが、その内磯子区の小学校は9校となります。

以前から実施している「はまきんこども宇宙科学館」（旧

：で次回も参加したいと思うような会を目指しています。

：　主催していたたいている有馬正人さん（写真下）は、こと秋葉

‡原と100円ショップに関しては随から隅までどこに何がある

：か、知らないことはない！！仙人のような風貌をもってお店

：を緋個し、普通では中々発想できない材料や廃材を集めては、

：こともたちが飛びついて喜びソーな

称横浜ことも科学館）での科学塾に参加可能な洋光台地区のi

4校を加えると、実に磯子区の80％強の児童が科学塾に参；

加可能となります。もちろんチラシが配布されない学校の子‡

ども達もホームページから応募することができます。　‡

大勢の科学好きの子ともたちが育っていって欲しいとの‡

想いでおりますので、多くの方のご参加とご総力をお願いい　さ

たします（大熊記）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

◆働脳髄妨調勤勤轡∴∴i
2007年度は横浜東Gも各地の出前塾で活躍しました。　ミ

O横須賀市で7月には浦賀公民館、田浦公民館の『夏休み　；

工作教室』、また12月に大津公民館の『冬休み科学教室』！

で出前塾を行ないました。　　　　　　　　　　　　　ミ

ジャンクホビーおもちゃを作ったり、

体験型のテーマになる工作アイテム

や実験装置をパパッと作ってくれます。

そのひらめきはお酒が入るとより冴

える、とのことであります。

発想のコツは？と有馬さんに聞きまし

た。こたえは、『何にでも興味を持ち見聞を広めることですか

ね。』でした。何に対しても基本は同じですね。（土屋記）

008年1月には横浜市南区永田地区センターの『こどもi（上）有馬さんの新作

の科学散剤でゲジゲジUFOの工作を行ないました。；『ファイティングカブトムシ』

営3月に栄区桜井小学校放課後キッズクラブでヘリコブタ　こ体験型に登場するのはいつ？

ーを作って、空高く飛ばしました。

このようにだんけん工房の科学塾は少しづつではありますが、各地に広がってきてい

ます。横浜束グループのメンバーがそれぞれの地元で中心になって、こともたちが科

学を楽しむ体験を持てる箆をたくさん作って行きたいと思います。（土屋記）

誓．二 �� �“∴「－i一 　〉 千言：「： � �iI鰯 
→：∴ 雲鑑 �∴∴∴ 　∴∴ 

∴ ��轡綴藤懸藻一一 i／i／－イ（ � �、“薗 

i言霊繍幽 �ー／：約高 　言 �塁＿＝＼－ 

●08／1／26　永田地区センター

自分だけのオリジナル『ゲジゲジUFO』

うまく進むかな？

＼∴　∴記∴「∴∴ 　十 ���� ���闇闘一蹴鱗／l滋 ∴∴？ 　∵ ／濫霊 

∴ 兵塙 �� � � � 

桑‾幸二毘灘 ��．∴∴ ���∴∴： �� 

●07／12／25　大津公民館

転がれ、進め！『ジェットコースター』

広い体育館で、連結！

（下）発砲スチロールカッター

みんなで作りました。

アイテム検討に大活躍！

∴：∴「∴ � �誼田園書目 � 

∴∴∵ �嫌 �∵∴主∴ ��∴、∴÷∴一∴ 
饗議 

∴ � �・∴∴∴∴∴言；肯∴ �∴∴∴ 

； �� �＄ �．二　一一輔、 

●07万／27　浦賀公民館

お散歩ハリネズミ倍真上）

●07／7／30、31　田浦公民館

ゲジゲジUFO

ハンダ付けや、ホットメルトグルー

を使う、手ごたえのある工作で大満足！

配付先：受話児童生徒の保轟音、正会員・準会員・賛助会員、その他の支援能力者、
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手塚睦子さん

西グループ

Al：東京生まれの横浜育ちです。子供の頃から戸塚区に住ん

でいます。もう他の土地には適応できないのではないがと思い

ます。小学生の頃の将来の夢は「天文学書になること」でした。

が、気付いたら、大学では言語学の勉強をしていました。今は

教育関係の仕事をしています。また、趣味で外国と日本との理

科教育の違いや国語教育の違いなどを調べています。

A2：小学生の頃に理科が大好きだった子が、高校生ぐらいに

なると「実験は好きだけど、理科はちょっとね・・・」という状

態になるのを見て、以前から残念に思っていました。もっと

自分の周りに広がっている自然科学の面白い世界に気付い

てほしい。そのために何か出来ないかな…と思っていた時に

「おもしろ科学たんけん工房」の研修生募集のチラシを見つ

け、参加しました。

A3：現在子育てで忙しく、年に数回しか参加できない状況が

もどかしくもあります。もう少し子どもが大きくなったら、

いろいろ参加してみたいと思います。分子模型を作るのも面

白いかな。太陽系の模型を作って、太陽系の広さを実感する

のも楽しいかな。アメリカの理科教育プログラムのワークシ

ョップで体験した「火山の形成」も楽しかったので、アレン

ジして出来ればいいなあと考えています。

A4：今、子どもの学校のPTA役員をしています。また、読

み聞かせのボランティアもしています。子供向けの自然科学

の本を探すのか楽しいですね。カルトナージュやスクラップ

ブッキングなどの紙を使った工作が好きです。ストレス解消

は、折り紙を折ること、クラシックコンサートへ行くこと。

A5：ものごとをいろいろな角度から眺めること。

面白い発見があるはずです。

東グループ

遠山　勝美さん

Al：昭和19年東京小金井市で生まれ、川崎（武蔵小杉）

横浜（綱島）、東京旧黒）、北上、広島そして今横浜（上

大岡）に済んでいます。

医薬品、農薬の合成、精材を約35年間、養殖の鯛の赤味

をつけるアスタキタンチンの製剤を市場に出したのが最

後の仕事でした。

A2：仕事をリタイヤ、何か社会貢献と考え、好きだった理科

（化学）を生かして、子どもと一緒に活動したいと思った。

A3：化学反応から、燃焼という現象を理解させたい。

A4：精神障害の人達への食事作りや、この人達が活動してい

る写真同好会で好き勝手に批評して、皆で遊んでいます。

A5：興味を持ったら、手と足を動かして、最後までやってみ

る。そして疑問点を調べる。

ヽヾヽヽヽヽヽヽヽN－へ、hヽヽ、∫ヾヾ

誓護憲護憲善業欝ミ

幸三誓三雲三三三二三二一：；

ヽ

ミ
ヽ

ミ
ヽ
ヽ
ヽ

北グループ

浅井　三佐男　さん

Al：1937年　横浜市鶴見区　生まれ　戦災・疎開を

経験　　　現在　横浜市緑区霧が丘　居住

A2：定年退職時に「ことものためのお手伝いが出来たらいい

な」と思っていましたが、その機会がなく、一昨年（2（X）6）

「科学体験活動インストラクター養成」のチラシを見てやって

みたいと思いましたが、他のボランティアが忙しく、応募でき

ず。昨年4月再びチラシを見て思い切って応募しました。

A3：ことも達が自分で何かを作る楽しさを、感じてもらえたら

いいなと思います。そのためには、作った結果が楽しいもので

なければならない。従って、家に帰ってからも試したり、考え

たりできるものが良いと思う。そういったテーマのアシスタン

トから始め、色々のお手伝いが出来れば幸いです。

A4：趣味的に畑で野菜作りや田んぼで稲作り、健康のため太

極拳をやっています。ボランティアでは、緑区市民活動支援セ

ンターで運営委員や講座イベントの企画・運営など

A5：　物作りの楽しさ、色々と工夫することの楽しさ、

自分の考えで新しいものを作った時の喜び。

A6：今年は、おもしろ科学に時間を割きたいと思っています。

月に1テーマはお手伝いしだいと考えています。準備

等も参加したいと思っています。

これから色々教えて頂きたいと思います。

東グループ

宮内玲子　さん

Al：1946年　島根県大田市（昨年世界遺産に登録され

た石見銀山の近く）で生まれ育ちました。

現在横浜市港南区在住

A2：昨年退職を目前にして、区役所で偶然募集のチラシを見て、

あーこれだと思って申込みしました。

子育ての頃、子供達と工作等を作っていたことを思いだし、

もう一度そんな事をやってみたいなと思いました。

A3：今までが基礎知識も何も無いので、色々種目を体験し自分

も楽しみながら、少しでも活動のお手伝いができればとおも

います。

A4：ガラスの彫刻

A5：いつも思って居ることなのですが、子供達には常日頃か

ら、出来る限り色々なことを経験してほしいというのが希望

です。

配布先：受講児童生徒の保護者、正会員・賛助会員・サポーター、その他の支援能力者
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東グループ

金言雅人さん

Al：北海道小樽市で生まれ、高校卒業まで住んでいいた。

大学は東京で、電機会社（大船近郊）に勤めていた。大型

機種の設計中心のエンジニアであったので、手作業をする

よりは、ペーパワークで勝負していた。

横浜高架区に約30年住んでいます。

A2：定年退職と同時（3年前）に日本科学未来館で理科ボラン

ティア活動を開始し今も月3回は寄っている。当時は神奈

川には詩聖の受け皿がなかったか昨年に当会の活動をた

またま知ることがあり、6月に入会した。

A3：環境に1番優しい太陽エネルギーを利用することの大

切さを子供達に伝えること。
・蓄電ソーラカーの理科工作実験

・新型太陽電池の理科工作実験

・太陽熱風車の理科工作実験

A4：　囲碁を長く趣味としていて、横浜市主催の各区大会

イベントには今も良く参加している。最近はインターネッ

ト囲碁も夜間に利用することが多い。

A5：　自分で考えること、自分で作ってみること、疑問を

もって質問すること、自然の美しさに感動すること。

A6：環境問題‘‘環境に1番優しい太陽エネルギーを出来る

だけ利用できるようにする必要があること’を子供達に伝

えること。

北グループ

久保田尚子さん

Al：東京都豊島区池袋の生まれです。

現在住んでいるところは横浜市都筑区高山。

理学部物理学科を卒業してから10年間工学部土木工学科

で助手をしていましたが、夫が独立したので一緒に自営を

28年間いたしました。一昨年夫が脳梗塞になり、全てを

たたみました。

A2：仕事をやめたので何か新しいことを始めたいと思って

いる時に区役所でたんけん工房を見つけました。

A3：物理の基本的な実験を楽しくやってみたいと思ってい

ます。

A4：　最近微生物特に酵母に関心を持っています。

天然酵母でパンを焼いているのですが、今年はぜひ自分

で育てた野菜や果物から酵母をおこしてパンを焼いてみ

たいとおもっております。あと時間があるときにバイオ

リンを弾いています。

A5：おもしろい！不思議だ！と思ったことにはとことん

かかわってみて欲しい。

A6：おもしろ工房にのめりこむと

時間はいくらあっても足りなくなりそう。

北グループ

沼田　くに子　さん

Al：1947年仙台生まれ　結婚以来横浜線区在住

小学校は2，3度分校にあい、中学は20クラス体育館を仕切

っての授業　女子高で生物化学物理地学の専任の先生がいら

し、実験のある授業が嬉しかった。

横浜永住を家族で決めているにもかかわらず、テレビから仙

台と聞こえるとかじりつき楽天を応援しています。

A2：市の広報　以前から自分のライフワークの一つにお子様

たちとのワークショッツプや科学教室のボランティアをしだ

いと考えており、時期がマッチしました。

A3：理科は好きでした。凄学部出身ですが40年もしまいっぱ

なし、まずとのテーマもお子様たちと一緒に楽しみ勉強した

いと思っています。これまでで、ぜんぜん解らないのが紙飛

行機　瀬谷で弱整していただいた方の言葉「ライトプレーン

は一番簡単なロボット・・・」に感動しました。重の運転も

しない私でも　整備　操縦　出来るかもしれないと、久しぶ

りにわくわくしています。

今の時代に、女子の参加人数の少ない事に驚きました。

工露を続けているうちに何か出来るといいと思っています。

A4：コーラスだけが十数年続いています。ステキな指導書

よい仲間に恵まれ何よりの心のリフレッシュ。昨年38年ぶ

りに大学の混声1泊合宿に参加して、続けている事の嬉しさ、

楽しさの広がりを感じました。

あしなが育英会のボランティアをはじめ6年になります。

私も高校の時父が死に奨学金に助けられました。昨年東京百

草に学生寮が出来ました。ほんの少しでも、あしなが運動に

協力し、悲しい思いをしたお子さん達が元気になり、未来に

向かって行ければいいと思います。

A5：。理科　科学は身近な生活の中から始まっていること。

駕いたり面白いと感じたら　自分で見て触れ実験する事。

自然の中でいっぱい遊び、自然のおもしろや不思議に接して

ほしいです。

スタサブのて �ロブィ �一山 

他に、＝菖　健之　さん、　八木　一夫さんから

扇穂を頂いていますが、紙面の都合で、今号に載

せ切れませんでした。次号に掲載させていただき

す。　　こ了承ください。

∴忠も � ������－ 

肩 � ��＋ジ∵ 

－ ��一　裏書i‾ � 

：pa ���印阜欄a，、置a ��：cOm／∴t � �∴∴en∴．： 

華； 唾もしろ科学 � �由に申込も 

配付先：受講児童生徒の保護者、正会員・賛助会員・サポーター、その他の支援・協力者



（6）　　　　だんけん通信第23号2008年（平成20年）4月1日発衛 

）揚言先 　　生 �お 様 　ヽ 美し　、 て 

裁葉 　峯旦07垂三度最垂窒3生月の実策垂‘ 

‥”雨樋∴＝ �会場 �フ‾　－　マ �参加人数　〉 ��応募人数　竃 

妻－i 誉l／7 「．‾‾‾‾ l／12 �東汲沢小学校（戸塚区） 鵠沼中学校（藤沢市） �テンプンの科学 �10： ��地区企画　毒 

風向計をつくってみよう �13… ��15 
し ，l／12三柏陽高校（栄区） 号l／19永野小学校（港南区）i 薗l／19；こども科学館（磯子区） l／19‡藤が丘地区センタ－（青葉区）三 重 まl／26；フォ－ラム（＝戸塚区） ��静電気のふしぎを実験／静電気モーターを作る �23≡ ��　　亘 30 

転がれ、進め、ジェットコースター �18） ��　　き 19　古 　　手 

静電気のふしぎを実験／静電気モーターを作る！　　23 ���28　　　善 

こじ色の涙を作ってみよう �23 ��25　　書 

すもうロボットを作ろう �2年 ��42　享 

富　1／26；長津田小学校（緑区）；飛べ！紙ヒコーキ・かもめ号 ���20： ��21　　垂 

重 ，l／26 �永田地区センター（南区）， �電動ゲジゲジUFOを作ろう　　　　　　坤出前授業言 　　　　　　　　　　　　　　＿き＿～＿ ���� 

‡ 星　l／29 �新林小学校（藤沢市） �ヘリコプターの組立て方と飛ばし方 �135 ��出願日授業　喜 
i …2／2巾村小学校（磯子区） 量2／9；鶴沼中学校（藤沢市） 官2／9！柏陽高校（栄区） ��太陽熱で回る風車を作ろう �17 ��17　　　茸 

静電気のふしぎを実験／静電気モーターを作る 風向計をつくってみよう �22 ��26 

16 ��18　！ 

毒　　2／16 �永野小学校（港南区） �Cラジオを作ってみよう �2年　　29　　を 窪 ま2／16にども科学館（磯子区） 室2／16；ア－トフォ－ラム※（青葉区 ��二酸化炭素の科学 �16 ��29　　董 

作ろう！ふしぎなテクテクザウルス �29 ��　く 5li 　真 〉 萱 草2／23 萱2／23 �フォーラム（戸塚区） �マイコンを使って電子サイコロを作る �20 ��34 

湘南台高校篠沢市）　；作ろう！ふしぎなテクテクザウルス ��29 ��32　富 

ぐ　2／23　i希望が丘小学校（旭区） ��電動ゲジゲジUFOを作ろう �21 ��　　　夢 21　墓 

至　3／8 号　3／8 �．舘沼中学校（藤沢市） i i柏陽高校（栄区） �ブザーを作ってモールス通信に挑戦 �27 ��40　　9 

太陽熱で回る風車を作ろう　　　　　　　‘ ��22 �23　　旨 主　　　事 胃　3／15　≡永野小学校（港南区） ��作ろう！ふしぎなテクテクザウルス　　　　と　17〈17 

「3／15　唇も科学館（軒区，電動ゲジゲジ。F。を作ろう　　　‘ ����22：42： 

宣　3／15　i仲町台地区センター（港北区） ��磁石と電気のふしぎを実験／モーターを作ろう ��2 �27　　喜 弓　　　　　　　　i 喜　3／15　懐井小学校（栄区）；ヘリコブタ－を作ってみよう ���� �地区企司 

専 管 罵　3／15 �緑区市民活動支援センター �ストロートンボ、竹とんぼ、万華鏡、すもうロボかゲゾゲじ ��（200 �　な イベント‡ 　き 　き 　蓄 27i � 

萱，16 勇一一一一 室3／22 ��UFOなどの工作、演示、展示 電動ゲジゲジUFdを作ろう 

フォーラム（戸塚区） ���26 �� 

喜　3／22　；湘南台高校（藤沢市） ��静電気のふしぎを実験／静電気モーターを作る ��l �　19　　掌 （ 
！ 言　3／22 �藤が丘地区センター（青葉区） �i空気の重さと圧力のふしぎを実験 ��　2 tO �　† 36　文 

※アートフォーラムあざみ野；（出前授業やイベントなどは応募状況が把握できないため応募人数の記載がありません） 

発語黄塵書：特定非営利活動法人　おもしろ ��科学だんけん工房横浜市南区中里2－12－5安田方：TEuFAXO館－710－2679 


